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世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
倶
知
安

町
出
身
の
大
越
龍
之
介
選
手
（
男
子
ア
ル

ペ
ン
）・
古
谷
沙
理
選
手
（
女
子
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
）・
住
吉
輝
紗
良
選
手
（
女
子
モ
ー

グ
ル
）
の
3
選
手
は
、
2
月
9
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
彼
ら
を
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
応
援
を
す
る
た
め
「
く
っ
ち
ゃ
ん

雪
ん
子
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ（
呼
称
：
Ｋ
Ｙ
S
）」

が
発
足
し
、12
月
18
日
（
月
）
に
は
、く
っ

ち
ゃ
ん
雪
ん
子
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
石
本
要
代

表
が
北
陽
小
学
校
を
訪
れ
、
同
会
が
応
援

グ
ッ
ズ
と
し
て
作
成
し
た
リ
ス
ト
バ
ン
ド

を
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
少
年
団
所
属
の
子

ど
も
た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
ス

ト
バ
ン
ド
は
、
主
に
町
内
の
子
ど
も
た
ち

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
石
本
代
表
は
、
子
ど

も
た
ち
に
対
し
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
身
近

に
感
じ
る
と
と
も
に
彼
ら
の
よ
う
な
選
手

を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

故
・
宮
下
雄
一
郎
氏
町
葬

12
年
間
の
宮
下
町
政
を
振
り
返
る

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

昌
五
輪
候
補
選
手
を

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

昭
和
58
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
倶
知
安

町
長
を
務
め
、
そ
の
貢
献
か
ら
平
成
20
年

に
名
誉
町
民
と
な
っ
た
宮
下
雄
一
郎
氏
が

平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）
に
91
歳
で
ご

逝
去
さ
れ
、
12
月
3
日
（
日
）、
町
文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
葬
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
羊
蹄
山
と
鳳
凰
を
見
立
て

た
祭
壇
が
造
ら
れ
、
そ
こ
に
微
笑
ん
だ
表

情
の
宮
下
元
町
長
の
遺
影
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
開
式
を
前
に
、
宮
下
氏
が
町
長
だ
っ

た
当
時
、
町
の
開
基
１
０
０
年
を
記
念
し

て
作
ら
れ
た
曲
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ　

Ｗ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｎ
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

く
っ
ち
ゃ
ん
）」
を
倶
知
安
ブ
ラ
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
が
演
奏
し
ま
し
た
。

式
が
始
ま
る
と
、
参
列
者
や
関
係
者
ら

全
員
が
宮
下
元
町
長
を
想
い
、
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。
葬
儀
委
員
長
で
あ
る
西
江

栄
二
町
長
が
追
悼
の
辞
を
読
み
上
げ
た
後

は
、
鈴
木
保
昭
町
議
会
議
長
ら
か
ら
弔
辞

を
賜
り
、
髙
野
眞
司
副
町
長
が
多
く
の
方

か
ら
預
か
っ
た
弔
電
を
奉
読
し
ま
し
た
。

そ
し
て
式
の
最
後
に
は
、
参
列
者
が
順
に

献
花
を
し
、
宮
下
元
町
長
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

大
正
14
年
11
月
新
潟
県
出
雲
崎
町
に
生
ま

れ
る

昭
和
18
年
3
月
北
海
道
庁
立
倶
知
安
中
学

校
（
現
・
北
海
道
立
倶
知

安
高
等
学
校
）
卒
業

昭
和
21
年
4
月
昭
和
51
年
12
月
ま
で
の
30

年
余
り
倶
知
安
町
役
場
職

員
と
し
て
勤
務

昭
和
51
年
12
月
昭
和
57
年
ま
で
倶
知
安
町

助
役
を
務
め
る

昭
和
58
年
1
月
町
長
選
で
初
当
選

平
成
7
年
ま
で
倶
知
安
町

長
を
務
め
る

平
成
4
年
1
月
全
国
町
村
会
表
彰

（
自
治
功
労
）

平
成
8
年
1
月
倶
知
安
町
特
別
功
労
賞

（
自
治
功
労
）

4
月
北
海
道
町
村
会
表
彰

（
自
治
功
労
）

平
成
13
年
11
月
勲
五
等
双
光
旭
日
章

（
自
治
功
労
）

平
成
20
年
6
月
歴
代
4
人
目
の
倶
知
安
町

名
誉
町
民
と
な
る

平
成
29
年
11
月
91
歳
で
逝
去

▲名誉町民を祝う会
（平成 20年 7月 30 日）

3
期
12
年
に
わ
た
り
町
長
と
し
て
倶
知

安
町
の
行
政
推
進
に
貢
献
し
た
宮
下
元
町

長
の
そ
の
功
績
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

流
雪
溝
設
備
の
普
及

倶
知
安
町
の
冬
を
快
適
か
つ
安
全
に
暮

ら
す
た
め
、
流
雪
溝
の
設
置
普
及
を
推
し

進
め
た
。

集
合
住
宅
の
建
設

平
成
5
年
度
ま
で
に
4
棟
83
戸
の
住
宅

団
地
を
完
成
し
た
。

「
倶
知
安
じ
ゃ
が
」
の
普
及

農
業
振
興
の
た
め
、
農
産
物
販
売
流
通

の
改
善
を
図
り
、
特
産
品
「
倶
知
安
じ
ゃ

が
」
の
銘
柄
確
保
と
安
定
供
給
の
確
立
に

尽
力
し
た
。

山
田
地
区
の
環
境
保
全
に
尽
力

ス
キ
ー
観
光
客
の
増
加
と
ホ
テ
ル
・
ペ

ン
シ
ョ
ン
・
別
荘
な
ど
宿
泊
施
設
の
増
加

に
伴
い
生
じ
た
飲
料
水
不
足
と
汚
水
排
水

対
策
に
努
め
た
。

教
育
環
境
の
整
備

東
小
学
校
と
西
小
学
校
を
新
設
・
開
校

し
、倶
知
安
小
学
校
新
校
舎
を
竣
工
し
た
。

総
合
体
育
館
を
竣
工

平
成
6
年
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
と
も
に

対
応
可
能
な
総
合
体
育
館
を
建
設
し
た
。

「
え
ぞ
ふ
じ
国
体
」
の
開
催

昭
和
45
年
国
体
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
に

続
き
、
昭
和
61
年
に
第
41
回
国
民
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
「
え
ぞ
ふ
じ
倶
知
安
国

体
」
を
開
催
し
、
成
功
を
収
め
た
。

主
な
功
績

▲宮下町長就任を伝
える記事（町広報より）

▲内閣総理大臣より
（平成 13 年 11 月 3 日）

今
年
度
、
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
点

施
策
と
し
て
「
行
政
拠
点
の
整
備
」
を
掲

げ
て
お
り
、
建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
、
耐
震
性
は
も
と
よ
り
機
能
分
散
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
未
対
応
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
不
足
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
新
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
基
本
構
想
を
策
定
し
、
５

月
15
日
～
16
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
住
民

説
明
会
や
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1

回
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
経
て
、

こ
の
度
新
庁
舎
の
建
設
位
置
お
よ
び
配
置

イ
メ
ー
ジ
の
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

行
政
拠
点
の
整
備

新
し
い
役
場
庁
舎
の
建
設
位
置
と
配
置
イ
メ
ー
ジ

北

南

東西

町道大通

新役場庁舎

現役場庁舎

3階建て

敷
地
内
歩
道

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
庇ひ

さ
し

北3東4

南3東4南1東3

北1東3

　

今
後
同
会

は
、
町
内
各

所
に
応
援
卓

上
ス
タ
ン
ド

を
設
置
す
る

ほ
か
テ
レ
ビ

応
援
会
な
ど

を
行
う
予
定

で
す
。

▲五輪をイメージした5色のリストバンド
には「くっちゃん雪ん子2018.平昌」の文字

消防庁舎

【
新
庁
舎
の
配
置
イ
メ
ー
ジ
】

◆
３
階
建
て
と
し
、
周
囲
へ
の
圧
迫

　

感
を
で
き
る
だ
け
抑
え
た
町
民
に

　

親
し
ま
れ
る
「
顔
」
を
も
っ
た
庁

舎
と
す
る

◆
町
道
大
通
に
近
づ
け
る
こ
と
で
歩

　

行
者
の
ア
ク
セ
ス
性
を
向
上
さ
せ

る
◆
西
側
は
歩
行
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

　

み
と
し
、
敷
地
内
に
歩
道
を
整
備

　

す
る
こ
と
で
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ

の
安
全
性
に
配
慮
す
る

◆
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
に
は
、
庇
（
ひ

　

さ
し
）
を
設
け
て
じ
ゃ
が
り
ん
号

　

な
ど
の
乗
降
に
も
配
慮
す
る

ま
た
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
た　

第
1
回
に
続
き
、
12
月
19
日
（
火
）
に
開

催
し
た
第
2
回
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
倶
知
安
ら
し
い
庁
舎
づ
く
り
を
進
め

る
べ
く
敷
地
内
・
庁
舎
内
の
空
間
イ
メ
ー

ジ
を
個
々
に
出
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ま
と
め

ら
れ
た
案
な
ど
に
基
づ
い
て
「
倶
知
安
ら

し
い
役
場
庁
舎
」
の
建
設
へ
向
け
て
、
さ

ら
に
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【新庁舎の建設位置】

▲第 2回町民ワークショップの様子
　（12 月 19 日）

問
町
総
務
課
庁
舎
建
設
準
備
係

　

☎
56
―
８
０
０
０
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12
月
6
日
（
水
）
と
12
月
７
日
（
木
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
冬
季
に
こ
の
地
域

で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
た
め
の
冬
道
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
教
室
が
倶
知
安
警
察
署
な
ど

の
協
力
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
に
は
約
１
２
０
名
が
参
加

し
、
冬
道
の
運
転
に
関
す
る
講
義
を
受
け

た
後
、
特
設
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
実
技
に

よ
る
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
技
講
習
の
中
で
、
冬
道
の
運
転
は
初

め
て
と
い
う
参
加
者
は
、
減
速
時
に
ス

リ
ッ
プ
を
経
験
す
る
な
ど
慣
れ
な
い
路
面

状
況
で
の
運
転
の
難
し
さ
を
、
身
を
も
っ

て
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

冬
に
な
り
、
町
で
は
外
国
人
が
運
転
す

る
車
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
的
に

外
国
人
の
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
事
故
も
増

え
て
お
り
、
北
海
道
で
も
昨
年
か
ら
外
国

の
方
が
運
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ

う
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作

成
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

冬
道
に
不
慣
れ
な
外
国
人
の
運
転
に
気

日
本
人
も
外
国
人
も

冬
の
運
転
に
気
を
つ
け
て▲冬道ドライビング教室の様子

▲多くの人で賑わったまちなか広場

ま
ち
な
か
広
場

子
育
て
世
代
の
評
価
高
く

問町まちづくり新幹線課　☎ 56 － 8012

宅地造成事業計画について

　町では、町道西 4丁目通の西側で計画されている北
海道新幹線の事業に関わる移転補償を想定し、倶知安高
校前の旧胆振線跡地において移転対象者向け宅地造成事
業を計画しています。

新幹線事業に関わる

雪の事故に注意！

　近年、北海道内で積雪による建物の倒壊が数多く発生
しています。町内も同様ですので、倒壊事故が起きない
よう屋根の雪下ろしなどを行いましょう。
　気温が上昇した日中には、落雪により道路の一部が塞
がれることがあります。その年の気温や雪の降り方に
よっては、普段落ちない雪が一気に落ちることがありま
すので屋根に雪が残っている場合は十分注意しましょ
う。
　なお、屋根の雪下ろしをする際は、命綱をつけるなど
落下事故に注意し、一人で作業を行わないようにしま

建物の倒壊・屋根からの落雪など

しょう。また、災害時の避難経
路を確保するため非常口や避難
階段、敷地内などの除雪を行い
ましょう。

問町建設課豪雪対策室　　　　　　　☎ 56 － 8011
　町まちづくり新幹線課建設指導係　☎ 56 － 8012
　町住民環境課生活安全係　　　　　☎ 56 － 8005

国道 5 号

倶知安高

北
陽
小

倶
知
安
中

JR
函
館
本
線

メルヘン通

北 7 条西通

西
4
丁
目
通

国道 276 号 →

宅地造成計画地

移
転
対
象
区
域

モバイルルーター購入助成事業

　町では、光回線が整備されている地域とそうでない地
域の生活水準格差の是正を図るため、高速モバイルルー
ターを購入する個人に対し、その購入費の一部を助成し
ています。
◆申込条件
次の①～③全てに該当する個人となります。
①町内の光回線が整備されていない地域に住所を有し、

追加募集！申込はお早めに

野生動物にエサをあげないで！

　最近、町内でキツネやタヌキなどの野生動物を見かけ
ることが多くなっています。「かわいい」もしくは「か
わいそう」と思っても野生動物にはエサを与えないでく
ださい。

キツネやタヌキなど

　エサを与えられた動物たちは、楽にエサをもらうこと
に慣れてしまい、人間の食べ物の味を覚え、その場所に
何度も来るようになります。そして、人間に食べ物をね
だるようになったり、時には襲いかかってくることもあ
るので大変危険です。
　野生動物を見かけても、近づいたりエサを与えたりせ
ずに自然のままの状態でそっと見守りましょう。

問町住民環境課環境対策室　☎ 56 － 8008

　かつ、現に居住する個人
②モバイルルーターを使用するこ
　とで光回線整備地域との格差是
　正の効果が認められること
③町税に滞納がないこと
◆申込方法
○町総合政策課窓口に備付けの「同助成金申込受付簿」
　に所要事項を記載してください。
　※その際、必要事項の確認を行います
○申請は先着となり、申請予定額の総額が予算の範囲に
　達した日か、3月 9日（金）までのいずれか早い日ま
　で申請を受付けます。
問町総合政策課企画統計係　☎ 56 － 8001　

　今後、新幹線事業
に関する移転対象者
への土地調査、物件
調査などについての
事前説明会にあわせ
て移転先などのアン
ケート調査を実施す
る予定です。
　なお、移転対象者
については別途、事
業者である鉄道・運
輸機構から通知され
る予定です。

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
に
ご
協
力
を

町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
地

域
の
避
難
支
援
体
制
の
向
上
を
目
的
に
、

災
害
時
の
避
難
の
際
に
支
援
を
必
要
と
す

る
方
（
避
難
行
動
要
支
援
者
※
1
）
の
名

簿
を
作
成
し
、
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
た

方
の
情
報
を
、
地
域
で
避
難
支
援
な
ど
を

行
う
関
係
者
（
避
難
支
援
等
関
係
者
※

2
）
へ
提
供
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
円

滑
な
避
難
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
、

案
内
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
町
か
ら

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
情
報
の
提
供
に
同
意
し
て
い

た
だ
け
る
場
合
は
、
同
封
の
確
認
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
、
返
信
用
封
筒
で
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
す
る
情
報

は
、『
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所

ま
た
は
居
所
・
電
話
番
号
そ
の
他
連
絡
先
・

避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
事
由
』
で
す
。

災
害
対
策
基
本
法
に
お
い
て
、
避
難
支

援
等
関
係
者
は
守
秘
義
務
を
負
う
こ
と
と

な
り
、個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

目
的
外
利
用
を
禁
止
し
、
適
正
に
管
理
し

ま
す
。

【
注
意
】

災
害
時
は
誰
も
が
被
災
者
と
な
り
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
災
害
時
の
支
援

を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
地
域
の
支
え
合
い
（
共
助
）
に
よ
っ
て

少
し
で
も
災
害
時
の
被
害
を
減
ら
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
避
難
支
援
等
関

係
者
へ
の
情
報
提
供
に
同
意
し
な
い
場
合

に
、
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
平
時
か
ら
避
難
行
動
の
計
画
を
立
て

て
、
災
害
時
の
支
援
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

※ 1 　避難行動要支援者の対象
① 75 歳以上の高齢者のみの世帯の方
② 65 歳以上の高齢者で要介護 1・2、要支援 1・2の方
③要介護３以上の方
④身体障がい者（1・2級）および知的障がい者（A判定）、
　精神障がい者（1級）の方

※ 2　避難支援等関係者
①消防機関
②警察
③民生委員
④社会福祉協議会
⑤自主防災組織

昨
年
７
月
29
日（
土
）～
９
月
24
日（
日
）

ま
で
の
57
日
間
、
町
内
北
1
西
２
（
駅
前

通
り
川
端
文
化
堂
横
空
き
地
）
で
実
施
し

た
「
あ
つ
ま
れ
！
ま
ち
な
か
広
場
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
北
一
街
区
賑
わ
い
拠
点
整
備

実
証
事
業
）」
の
調
査
報
告
会
が
12
月
5

日
（
火
）
に
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
来
場
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
結
果
と
し
て
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
所
が

充
実
し
て
お
り
、
子
連
れ
で
ゆ
っ
く
り
で

き
る
こ
と
が
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
多

か
っ
た
一
方
で
、
改
善
点
と
し
て
雨
天
や

暑
さ
へ
の
対
策
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
来
場
者
の
多
く
は
町
内
か

ら
で
あ
っ
た
も
の
の
、
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
り
町
外
か
ら
も
約
３
割
の
来
場
者
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
継
続
は
現
時
点
で
は
未
定

で
す
が
、
実
行
委
員
会
の
副
委
員
長
で
あ

る
宮
武
利
裕
さ
ん
は
最
後
の
挨
拶
の
中
で

「
今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
、
今
年
の
検

付
い
た
と
き

は
、
日
頃
か
ら

の
安
全
運
転
は

も
ち
ろ
ん
、
少

し
配
慮
を
す
る

こ
と
で
交
通
事

故
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

証
結
果
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し

た
。


